
グラフ凡例グラフ凡例グラフ凡例グラフ凡例
当該病院値（当該値）当該病院値（当該値）当該病院値（当該値）当該病院値（当該値）

類似病院平均値（平均値）類似病院平均値（平均値）類似病院平均値（平均値）類似病院平均値（平均値）

平成28年度全国平均平成28年度全国平均平成28年度全国平均平成28年度全国平均

67.9 69.8

「経常損益」「経常損益」「経常損益」「経常損益」 「医業損益」「医業損益」「医業損益」「医業損益」 「累積欠損」「累積欠損」「累積欠損」「累積欠損」 「施設の効率性」「施設の効率性」「施設の効率性」「施設の効率性」

117.7 121.0 112.9 118.9 119.5 平均値87.7 86.6 85.4 85.3 84.2 平均値

45.9 45.2

平均値 97.1 96.3 96.9 98.3 96.7 平均値

170.1 127.6 138.0 当該値 49.5 50.071.6 82.8 77.8 当該値 136.0 131.4

69.0 68.5 68.3

当該値 98.3 95.6 83.0 93.1 89.4 当該値 94.3 93.4

Ⅱ 分析欄Ⅱ 分析欄Ⅱ 分析欄Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について1. 経営の健全性・効率性について1. 経営の健全性・効率性について1. 経営の健全性・効率性について

　経常収支比率及び医業収支比率は、類似団体の
割合を下回っている。当該要因は、収益単価が低
かったため、及び病床利用率が低かったためであ
る。
　入院患者1人1日当たり収益及び外来患者1人1日
当たり収益は、類似団体の単価を下回っている。
当該要因は、常勤医師が内科、総合診療科のみで
あり、手術を行っていないためである。
　病床利用率は、類似団体の割合を下回ってい
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※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
Ⅰ 地域において担っている役割Ⅰ 地域において担っている役割Ⅰ 地域において担っている役割Ⅰ 地域において担っている役割

1. 経営の健全性・効率性1. 経営の健全性・効率性1. 経営の健全性・効率性1. 経営の健全性・効率性 　当院では、地域住民の安心安全のため、内科、
総合診療科の外来及び入院を中心に、不採算部門
の外来診療、24時間体制の救急医療、巡回診療等
を提供するとともに、入院施設の無い隣接町と連
携することにより、へき地医療拠点病院としての
役割を担っている。

10,596 10,616 第２種該当 １０：１ 70 33
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人口（人）人口（人）人口（人）人口（人） 建物面積（㎡）建物面積（㎡）建物面積（㎡）建物面積（㎡） 不採算地区病院不採算地区病院不採算地区病院不採算地区病院 看護配置看護配置看護配置看護配置 稼働病床（一般）稼働病床（一般）稼働病床（一般）稼働病床（一般） 稼働病床（療養）稼働病床（療養）稼働病床（療養）稼働病床（療養） 稼働病床（一般＋療養）稼働病床（一般＋療養）稼働病床（一般＋療養）稼働病床（一般＋療養）
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当然財務 病院事業 一般病院 100床以上～200床未満 非設置 111

経営比較分析表（平成28年度決算）経営比較分析表（平成28年度決算）経営比較分析表（平成28年度決算）経営比較分析表（平成28年度決算）
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④病床利用率④病床利用率④病床利用率④病床利用率((((％％％％))))
【74.2】
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【63.6】
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②医業収支比率②医業収支比率②医業収支比率②医業収支比率((((％％％％))))
【89.5】
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①経常収支比率①経常収支比率①経常収支比率①経常収支比率((((％％％％))))
【98.4】

当該値 29.9 29.8 24.0 24.7 26.4

H28 H24 H25

当該値 39,045,347 38,076,069当該値 63.2 59.0 62.5 55.6 52.5

H26 H27 H28

　今後、施設及び機械備品の更新や新規導入に伴
い、減価償却費が上昇し、経常収支比率が悪化す
ることが予想される。1床当たり有形固定資産の
単価は、類似団体を下回っているものの、稼働病
床で算定した場合には、全国平均を上回ることか
ら、更新及び新規導入にあたっては、適正な規模
を検討する必要がある。
　へき地医療拠点病院としての役割を果たしてい
くため、収益の確保、経費の削減により、経営を
改善する必要がある。

H24 H25 H26 H27 H28 H24 H25 H26 H27

34,999,819 34,305,292 34,098,375

全体総括全体総括全体総括全体総括

平均値 19.2 19.3 18.9 19.0 18.7平均値 60.6 61.2 62.1 62.5 63.4

9.8当該値 55.1 55.1 72.1 64.0 72.3

平均値 31,111

「収益の効率性①」「収益の効率性①」「収益の効率性①」「収益の効率性①」 「収益の効率性②」「収益の効率性②」「収益の効率性②」「収益の効率性②」 「費用の効率性①」「費用の効率性①」「費用の効率性①」「費用の効率性①」 「費用の効率性②」「費用の効率性②」「費用の効率性②」「費用の効率性②」

2. 老朽化の状況2. 老朽化の状況2. 老朽化の状況2. 老朽化の状況

平均値 9,205 9,437 9,726 10,037 9,97632,532 33,492

当該値 11.5 11.3当該値 6,881 6,945 7,129 7,909 7,91029,158 28,394

2. 老朽化の状況について2. 老朽化の状況について2. 老朽化の状況について2. 老朽化の状況について

　有形固定資産減価償却率、機械備品減価償却率
は、類似団体の割合を下回っている。当該要因
は、病院建物が平成12年3月の完成、機械備品の
多くも病院建物完成時に導入となっており、施
設、機械備品ともに経過年数が少ないためであ
る。一方で、病院建物完成以後、施設、機械備品
ともに更新や新規導入が進んでおらず、施設内の
電気設備及び機械設備並びに機械備品の老朽化が
進行していることから、計画的な更新を進めてい
く必要がある。

H24 H25 H26 H27 H28 H24 H25 H26 H28 H24 H25 H26 H27 H28H27 H28 H24 H25 H26 H27

31,585 32,431

13.6 12.9当該値 27,875 27,440 30,041

　病床利用率は、類似団体の割合を下回ってい
る。当該要因は、医師及び看護師が確保出来ず、
患者受入れが出来なかったためである。
　医師、看護師の確保により、患者受入数を増や
す等、経営を改善していく必要がある。
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※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

37,752,628平均値 64.2 63.3 69.6 69.2 69.7平均値 48.3 48.0 52.2 52.4 52.5

当該値 29.9 29.8 24.0 24.7 26.4 当該値 39,045,347 38,076,069当該値 63.2 59.0 62.5 55.6 52.5 34,999,819 34,305,292 34,098,375

「施設全体の減価償却の状況」「施設全体の減価償却の状況」「施設全体の減価償却の状況」「施設全体の減価償却の状況」 「機械備品の減価償却の状況」「機械備品の減価償却の状況」「機械備品の減価償却の状況」「機械備品の減価償却の状況」 「建設投資の状況」「建設投資の状況」「建設投資の状況」「建設投資の状況」

平均値 33,366,030 34,139,294 35,115,689 35,730,958


